
  

 

 

 

７ 水先業務引受基準一覧表（阪南港） 

   大阪湾水先区水先人会 

 (注) ※印：側傍≧水路 ☆印：水路の条件により数値増 単位：m    （令和 3年 10月 25日） 

バース名称 
バ ー ス

長 

バース

の 

側傍水

深 

水路の 

最小水深 

常時引

受 

喫水 

船型 

DW(トン) 

最大引受 

船長 
引受制限 

岸和田１号岸壁 185 10.0 12.0 9.1 15,000以下 180以下 

入港：日出～ 

日没 1h 前 

出港：日出～ 

日没 30分前 

 

仮設照明の

設置により、

入出港とも 

24 時間 

〃 ２号岸壁 240 12.0 ※ 12.0 10.9 30,000以下 190以下 

出光興産 第１桟橋 114 6.9 12.0 6.2 5,000以下 81以下  

 〃     第２桟橋 112 5.4 12.0 4.9 4,000以下 80以下 

新貝塚２号Ａ岸壁 130 7.5 ※ 7.5 6.8 5,000以下 109以下 

 〃 ２号Ｂ岸壁 130 7.5 ※ 7.5 6.8 5,000以下 109以下 

 〃 ２号Ｃ岸壁 130 7.5 ※ 7.5 6.8 5,000以下 109以下 

 〃 ２号Ｄ岸壁 130 7.5 ※ 7.5 6.8 5,000以下 109以下 

 〃 ２号Ｅ岸壁 130 7.5 ※ 7.5 6.8 5,000以下 109以下 

 〃 ２号Ｆ岸壁 130 7.5 ※ 7.5 6.8 5,000以下 109以下 

 〃 ３号岸壁 240 12.0 ※ 12.0 10.9 30,000以下 185以下 

阪南ﾀﾝｸﾀｰﾐﾅﾙ ﾄﾞﾙﾌｨﾝ 76.5 12.0 11.4 10.3 26,617以下 190以下 

関西精糖桟橋 100 12.0 ※ 11.4 10.3 30,000以下 170以下 

*１：岸和田１、２号岸壁について 

(1) 出船係留：LOA160m以下 

(2) 船間距離を 25m以上確保する。 

(3) 他岸壁に係留船のある場合は、やむを得ない事由のある場合を除き、２隻目は入船係留とする。 

*２：関西精糖桟橋に LOAが 160mを超える船舶を着桟させる場合、次の条件を前提とする。 

(1) 当該船の着桟について予め港長の許可をとること。 

(2) 着離桟時は特に気象状態が平穏な時を選び、気象・海象の状態によっては着離桟を見合わせる

こと。 

(3) 曳船の隻数とその選定については水先人の意見を尊重する。 

(4) 着桟後の本船の移動、係留索のアテンド等は本船及び桟橋管理者の責任において行うこと。 

(5) 最大対象船舶 30,000DWTの場合には、全長 170m以下、喫水 9.8m以下であること。 

*３：喫水規制 

(1) 航路部分：水深＋潮高－余裕水深 

水深：航路部分の最小水深、 潮高：通航時の潮高、 余裕水深：喫水の 10% 

(2) 岸壁ブイ等：水深＋潮高－余裕水深 

水深：バース付近の最小水深、 潮高：荷役時間を考慮した在泊期間中の最低潮高 

余裕水深：喫水  ９m未満 5% 

      喫水  ９m以上 8% 

      喫水 １２m以上  10% 

 

 

 

 

 


